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対象は精神科Ｚクリニックの Day Care（以下 DC とす







































て，不安測定の質問紙「新版 STAI（State-Trait Anxiety 
Inventory）状態－特性不安検査」（以下 STAI とする），
及びストレス評価における交換神経の指標として唾液ア
ミラーゼ活性（Salivary Amylase Activity：以下 SAA 
とする）測定を行った．さらに DC 群には DMT 実施後
に，DMT で良かったと思えるところ，運動と DMT の


















DC 群は運動・DMT とも STAI，SAA の両方を測定






た．統計的有意水準は５％とした．NC 群の運動の STAI 







性　別 年　齢 DMT 運　動
1 男 33 　 1
2 男 31 　 1
3 女 28 　 1
4 男 30 　 1
5 男 31 1 1
6 男 33 1 1
7 男 28 1 1
8 男 30 1 1
9 男 54 1 1
10 女 29 1 1
11 男 37 1 1
12 男 20 1 　
13 女 28 1 　
14 男 35 1 　
15 男 28 1 　
16 男 29 1 　
17 男 41 1 　
18 男 23 1 　
19 男 52 1 　
　 　 合計 15 11
表２　NC 群　対象者　参加背景
性　別 年　齢 DMT 運　動
1 男 36 1 　1＊
2 男 47 1 1
3 女 27 1 1
4 女 42 1 1
5 男 47 　1＊ 1
6 男 39 1
7 男 44 1
8 男 38 1
9 女 24 1
10 男 35 1
11 男 51 1
12 男 45 　1＊


















































































DMT の DC 群の DMT では前58.8±43.8，後69.2±64.7
で10.4の上昇がみられたが，有意な差はみられなかった
（ｐ値0.31）．図４に示すように個別差が大きかった．





















図６　DC 群　運動　唾液アミラーゼの個別変化図４　DC 群 DMT　唾液アミラーゼの個別変化




























































































NC 群の DMT では状態・特性不安とも有意差がみら





























































































































































































































DC 利用者でスポーツが好きな人たちが DMT をどの
ように受け止めるか，あまり関心を示さないのではないか
という懸念もあったが，否定的な気分を述べている人は
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